
「二大スターの共演」
　1963 年制作の「地下室のメロディー」は、この時期に観た「太

陽がいっぱい」、「太陽はひとりぼっち」などと共に、アラン・ド

ロンの魅力が私の記憶に残っている。当時高校生であった私は、

邦画とは異なり、犯罪者が主役となる外国映画の新鮮さの魅力と

展開の面白さに引き込まれた。

　老ギャング ( ジャン・ギャバン ) の精魂込めた強奪計画に賭け

る執念と、その崩れるゆくラストシーンでの表情に寂しさと焦燥

感を感じた。そして「太陽がいっぱい」と共通するラストシーン

である完全犯罪の露見する有様に、主人公の心臓の鼓動が伝わっ

てきた。この映画を見終わったとき、二大スターの素晴らしい演

技に、暫し観客席から立ち上がるのを忘れていました。　au

「豪華キャストによる見事な犯罪映画」
　この映画は 1963 年度 ( 昭和 38 年 ) ゴールデングローブ賞受賞

作品であり、テーマソングのミッシェル・マーニュによるモダン

ジャズが全編に流れ、雰囲気を盛り上げた。ジャン・ギャバンの

眼光の鋭さとしゃがれ声は貫禄ある老ギャングにぴったりであ

り、アラン・ドロンは頭脳明晰で野心的な男を演じる二枚目とし

ての魅力を十分に発揮した。

　大胆かつ緻密な計画のもとに、カジノからの 10 億フラン強奪

を、誰も殺すことなく見事に成功した完全犯罪だと思われたが、

意外な結末が待っていた。ラストシーンで、フランシス ( アラン・

ドロン ) はその場を静かに離れ、老ギャング ( ジャン・ギャバン )

は無表情で動かない。二人の無言の演技はすばらしく、犯罪が一

瞬にしてコメディーに変化したラストシーンが印象に残った映

画であった。   S.N

「おしゃれなフランス製ギャング映画」
　冒頭、ギャバンが出所して 5年ぶりに我が家に帰ってくるシー

ンは、ジャズっぽいテーマ曲に合わせて流れるオープニング・ク

レジットとあいまって、とてもおしゃれだ。

緑が多かった家の周りはビルが立ち並びすっかり変わっていた

のに、家の中は5年前とほとんど一緒。出所を知らされていなかっ

た恋女房は、内心はびっくりしながらも、それをおくびにも出さ

ず、「あら、早かったわね」。「出所の時間は朝の 7時ときまって

るんだ」とぶすっと応えるギャバン。この二人のやりとりが絶妙

で何ともよかった。およそギャング映画にふさわしからぬ場面を

重ねながら、ヴェルヌィユ監督は裏社会に生きる初老のギャング

の臭いと、これまでの生き様をジワーッと引き出してゆく。　

　フィルム・ノワールの原点ともいうべき『現金に手を出すな

(1954)』でのギャバンは、人生の哀愁を知りつくし孤独に生きる

男のダンディズムをにじませていたが、9年後のこの作品では、

チョットやソットでは動じない貫禄で勝負。年輪の厚さが醸し出

す何気ない動作の一つ一つが、何とも言えないいい味を出してい

るなー、と感じ入った。

　このギャバンが最後の大勝負に選んだ相棒は、『太陽がいっぱ

い (1960)』で美貌の奥に崩れた卑しさと危うさを秘めた魅力で

若手ナンバーワンとなったアラン・ドロン。右頬に作り傷をこさ

えたこの作品でのドロンは、とにかく悪そう。ショーガールの扱

い方、高級スポーツカーの乗り回し方、マシンガンを箱から取り

出す仕草等、確かなワルの貫禄が漂っていました。ギャバンの半

端ではない貫禄におされっぱなしでなかったのはさすが !

　この二人が組んで、コートダジュールのカジノの売上げ十億フ

ランをせしめる作戦が着々と組み上げられていきます。綿密な

準備と決行。息もつかせぬ緊張感の盛り上がりと成功 !　しかし、

最後の最後で思わぬ展開。最後のシーンは非常にユニークな映像

で印象深く、リアリティを捨ててでも劇的な緊張感を高めようと

いう演出が見事だった。が、その成功によって保険会社以外誰も

損をすることのなさそうなこの犯罪劇中、すっかりギャバンとド

ロンに感情移入してしまっていた私には「なぜあそこでああしな

かったのか !」という残念感とやるせなさが残った。完全犯罪の

成立が許されない映画の掟は百も承知なのだが…。

　全編に流れるビッグバンドジャズ風の派手でかっこいいテー

マ曲は、Palm Beach という曲で、二十年ほど前、ホンダ・プレ

リュード (1987 年型 ) の CM にも使われていた。最近も TV で 、

サントリー BOSS のインストにも使われたとか。　K.M.
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監督 :アンリ・ヴェルヌイユ
脚本 :アンリ・ヴェルヌイユ 
　　　アルベール・シモナン 
　　　ミシェル・オーディアール
撮影 :ルイ・パージュ 
音楽 :ミシェル・マーニュ

出演 :ジャン・ギャバン 
　　　アラン・ドロン 
　　　ヴィヴィアーヌ・ロマンス 
　　　モーリス・ビロー 
　　　ジャン・カルメ
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「シネマ・ド・りぶら」

関連図書案内

ジャン ・ ギャバン

778 『ジャン ・ ギャバン』 

アンドレ ・ ブリュヌラン　

時事通信社

N 778.2　キネマ旬報社

『オールタイム ・ ベスト映画遺産 キネマ

旬報映画音楽篇 映画音楽ベスト 20 発』

N 778.0　山村 謙一 弦書房

『ヨーロッパ ・ 映画の旅』 

 

G 293.5　稲葉 宏爾 

阪急コミュニケーションズ

『ガイドブックにない

　フランスぶらぶら案内』

アンリ ・ ヴェルヌイユ

フランス

アラン ・ ドロン

音楽

N 778.220　共同通信社

『２０世紀の映画監督 (Mook21)』 

778.2　渡辺 祥子　近代映画社

『ファンの心をときめかせた

　世界の映画ベストセレクション』

N 778.220　共同通信社

『２０世紀の映画 (Mook21)』   

 

 778　山田 宏一　草思社

『映画とは何か　

　山田宏一映画インタビュー集』 

I 778.2　双葉 十三郎　文春新書

『外国映画ハラハラドキドキ

　ぼくの 500 本』

N 778.2　近代映画社

『アラン ・ ドロン 

　映画に挑戦しつづける美貌』 

   

778　南 俊子　芳賀書店

『アラン ・ ドロン 

　孤独と背徳のバラード』 

N 778.2　植草 甚一 晶文社

『ぼくの大好きな俳優たち

 ( 植草甚一スクラップ』

N 778.2　池田 敏　共同通信社

『外国映画男優 (Mook21）』 
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